























の 3着が考えられるO反応の fluxに-jいては deI)onder,Jougu｡tらにより1926
年頃より
flux-- a(expjLIAT-expP正雄T ) (1)
という関係が知られている｡pI,刊 はそれぞれ反応系及び生成系の化学ポテンシャル









作用は "情報 "と考えてよかろ う｡(1)の式でAVを一定 としても. Oをかえると flux
は変化するからで,(3)で間接作用 といったのは上の(1)と(2けまAVに直接的にきくが,(3)
は αに影響 して間接的に fluxにきくからで,こういう間接作用を及ぼすものを情報 と
考えると, fluxの変化はその応答にあたる20)真空管回路 と対応をっけて考えると,
AVがプレー ト電圧にあたり, 0はグリッド電圧に依存する量になる｡t3匿)間接的なは
たらきはMonod の 代偶然 と必然 け(邦訳 )の p.89にある無限拠性に対応 している｡
mRNAの合成 され るとき
(モノマーのプール ) 且 ,DNA> mRNA
でEは酵素 (RNA polym erase) で,これと1)NAの間接作用で上の反応は進めら










電気回路 との対応にっいてはTellegenの考 えを応用 しようという研究 もある 3) が.
私は遺伝子 レベルなどの非線型のきついものをオン･オフ的に扱って.分子オー トマ ト
ンを考え 4),他方連続系の方は酵素誘導やアイソザイムなどで反応系がオー トマ トンの
制御をうけるというモデル (ノ､イブ リド･オー トマトン)で扱 うことを試みている｡
5)
D甲Aはよく制御テープとくらべられるが･ジャカールの機械 ではテープでミシンを制
御して 2次元の図形をかかせている｡生体ではミシンの代 りに酵素系を制御 し.最後的
には形態形成の場をっくり. 3次元の立体構造をっくりあげている｡そこはセントラル







･コンを使い.連続系には特殊な1)1)A(微分解析機 )を試作 し,両者を/､イブ リダイ ー
ズさせることを試みている｡所で連続系ではシステム ･パラメータは殆んどわかってい
ないが一･生体の behavinur から逆にシミ干レーションでパラメータを推測することが
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Catalytic な化学反応系の簡単なモデルでもある.Goodwin 系はDNA一 RNA-
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